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１．はじめに

本学視覚障害関係学科入学生は、鍼灸、理学療法、情
報処理の三学科の中からいずれかを選択して入学してく
ることから、ある程度の将来的な計画を立てていると思
われる。つまり、それぞれの学科で得られる専門的な技
術を卒業後の職業自立に生かすことを前提としているわ
けである。しかしながら、実際にはその専門分野とは異
なる職業を選ぶことがある。また、希望する職業に就く
上でのより基礎的な技能獲得を目的として入学してくる
者もいる。更には、盲学校高等部・普通高校段階で漠然
と考えていた希望する専門技能の獲得が本学の実際の教
育課程で想像とは異なる高度さを感じ取り、結果として
ついていく事が困難となるような場合もある。これらよ
り、本学入学生においても職業に対する考え方が必ずし
も一定しているとは限らない事が予想される。
一方、職業興味という概念がある。これは職業適性と

は異なり、職業に対する興味・関心である。例えば視覚
障害者がパイロット等の視覚を使う職業に対して大きな
興味・関心を示す結果も当然考えられ、それら個々の職
業ではなく、類似した職業群から考えどの様な範疇の職
業を求めているかという事である。当然職業適性検査の
中では、その一部分としての位置付けがなされている。
職業興味はかなり広い意味での職業への関心を示すも

のであり、更に、坂柳(1990）[3]が簡潔に要約している
ように、キャリア発達として様々な経験・環境に結びつ
いた心的一側面を表す概念であることから、通常短期間
では変化しないと考えられている。しかしながら、視覚
障害者においては様々な経験・体験の困難さ、日常生活

における情報流入の少なさから、上記の職業発達理論を
適応して良いか否かは疑問の残るところである。
そこで本研究は視覚障害学生における職業興味の変化

の有無を検討することを目的としてなされた。具体的に
は日時をおいて行われた二回の職業興味検査の結果を比
較・検討し、大きな変化が認められないのであれば、そ
の時々の短期的な興味ではなく、成長に伴ったある程度
確固とした職業への関心を持つという仮定を検証するこ
とを目的とした。

２．方法

２．１　調査対象者
本学視覚障害関係学科に入学した学生 28名とした。

全盲学生5名、弱視学生23名であった。
２．２　検査
職業興味検査として、「VPI職業興味検査」と「SDS職

業適性自己診断テスト」の「職業興味」を用いた。共に
様々な職業への興味・関心を、“はい”と“いいえ”で
答えるものである。
「VPI職業興味検査」は、興味領域尺度と傾向尺度を

測定するものであるが、本研究では興味領域尺度のみを
用いた。これは、現実的（機械や物を対象とする具体的
で実際的な仕事や活動）、研究的（研究や調査などの研
究的、探索的な仕事や活動）、社会的（人に接したり、
奉仕したりする仕事や活動）、慣習的（定まった方式や
規則に従って行動するような仕事や活動）、企業的（企
画や組織運営、経営などの仕事や活動）、芸術的（音楽、
美術、文芸など芸術的領域での仕事や活動）の六興味領
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域を測定するものである。
「SDS職業適性自己診断テスト」は、活動性、能力、
職業興味、自己評価1・2の5領域から職業適性を自己診
断するものであるが、本研究では職業興味の結果のみを
用いた。このテストにおいても、職業興味は前述の
「VPI職業興味検査」と同様に下位六領域から構成され
ている。
両テスト共にHolland, J.L.（1973）[2]の理論を背景とす

る同一の検査である。
２．３　手続き
本調査は、授業の一環としての位置づけを持っており、

「VPI職業興味検査」は学期の最初に、「SDS職業適性自
己診断テスト」は、学期の最終授業で行った。この間、
週に一度ずつの授業において自己認識・自己受容のため
の様々な検査を一回ずつ行ない、回答の自己採点・自己
分析を課した。
両検査とも集団検査とし、全盲学生には点訳版を、大

きな文字が必要な弱視学生には拡大版を作成・使用し
た。それらは授業終了後、正式な検査用紙に転記した。
採点は「VPI職業興味検査手引【改訂版】」にそって

行った。84の職業を14ずつ、六つの興味領域に割り振
り、“はい”と回答した職業数をそれぞれの領域の尺度
点とした。

３．結果

図1は、ある調査対象者の尺度点をプロットしたもの
である。丸が「VPI職業興味検査」、四角が「SDS職業適
性自己診断テスト」の「職業興味」の結果である。これ
らの検査は、それぞれの領域で左右両隣の領域との関連
が強く離れるにつれて弱くなることが知られており、ホ

ランドの六角形と呼ばれる（現実的領域と慣習的領域は
隣と解釈する）。この例でも、芸術的と社会的という隣
り合った領域の値が比較的高く、他の領域は低い。職業
興味は芸術-社会的タイプである。二回目の検査ではそ
の特徴は更に顕著になっている。
図2は、レーダーチャートで示したものである。これ

は検査手引きには載ってない表示法であるが、前述の特
徴をより顕著に知ることが出来る。

このような職業興味検査プロフィールを以下で三つの
点から検討する。一番目は、最も高い得点を示す興味領
域の異同である。上に示した例では、二回の検査共に芸
術的興味領域が最も高くなっており、変化はない。これ
を28例全員において検討したところ、最高得点を示す
興味領域が変わらない者は17名であった。変化した者
は11名であるが、内4名は隣接領域への変化であった。
次に高得点三領域について検討した。職業興味検査で

は、最も高い得点だけではなく、高い得点を示す三つの
領域で興味・関心を検討する。前述の例の二回目の検査
で言えば、芸術-社会-企業的タイプということになる。
これについて変化を見た。得点の高低は考慮せずに2回
の興味検査で全く同じ興味領域が上位三つを占めた者は
14名であった。二回の検査で同じ興味領域が二つあった
者は9名であり、一つだけが同じであった者は5名であ
った。
最後に二回の六領域における得点の相関を検討した。

図3は、28名の相関値をヒストグラムで示したものであ
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図１　興味領域六尺度のプロット例
丸印がVPI（１回目）
四角がSDI（２回目）

図２　興味領域六尺度のレーダーチャート例
内側の線がVPI（１回目）、外側の
グレーの部分がSDI（２回目）
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る。0.7以上の高い相関を示す14名のグループと0.3から
0.7未満の中程度の相関を示す9名のグループ、更に0.2

未満の低い相関を示す5名のグループに分類できる。

４．考察

Holland,J.L.（1973）[2]は、個人の職業の選択をパーソ
ナリティの表現としており、これは個人の長い間の環境
との交互作用の結果生じるものであり、短期間で大きく
変化するものではないことを意味している。また、竹内
（1988）[5]・浦上（1993）[6]も職業的進路成熟と自己理
解との関連を指摘している。当然、実際にどの職業を選
択するのかという事よりも範囲が広い職業興味について
も同様のことが考えられる。本研究は晴眼者で報告され
ているこれらの考え方が、視覚障害者にも適応できるか
否かを検討したものである。特に中等教育段階から高等
教育段階に移行して間もない本学一年次生において、本
学入学までとはかなり環境が変化していることを推測
し、その影響が出ているか否かを見ようとするものであ
る。この背景には視覚障害者の日常生活における情報入
力量の少なさがあると同時に入学前後の環境のギャップ
も大きいことが予想されるからである。つまり、前述の
環境との交互作用そのものに晴眼者との大きな違いが考
えられる。
本研究では、Hollandの職業興味検査を用い、三ヶ月

の間隔を置いて二度の調査を行い、これらについて三つ
の側面から変化の有無を検討した。最も高い得点を示す
尺度領域の変化、高得点三領域の変化、六領域の相関で
ある。最初の指標については隣接領域への変化を含める

と21名の者が、第二の指標については変化が一つ以下
の者は 23名と、それぞれ大きな変化を示さなかった。
三つ目の指標についても23名の者が中程度以上の相関
を示した。特に14名は0.7以上の高い相関であった。
これらのことから、周囲の環境の変化が大きく、情報

量も飛躍的に増大し、その結果としての交互作用のあり
方も従来とは異なることが予想される入学数ヶ月後の時
期においても、職業興味は大きな違いを見せず、安定し
た結果が見られた。この結果を解釈すると、視覚による
情報量は制限されているとはいえ、現代では、それに変
わる聴覚などによる情報流入は膨大な量であり、細かな
様子を完全には理解できなくていても、どのような職業
があり、どんな内容であるかの概要はつかめていると考
えられる。しかし、竹林・石田（1999）[4]によると、視
覚障害学生の職業理解度は晴眼学生よりは低いことが報
告されており、そのような考え方は否定される。この点
について、Gati（1986）[1]は、情報処理能力の関係から、
全ての情報を検討するのは難しいとしており、晴眼者が
膨大な職業知識をすべて適性に活用しているとは限らな
いのであり、情報の量的問題よりもその活用の仕方が重
要であろう。
むしろ、視覚障害者における職域は従来の三療と呼ば

れる領域から事務的領域などに拡大されてはいるもの
の、実際には晴眼者などに比べかなり狭い領域であり、
職種も限られている。このことから、高等教育段階に入
ったとしても、個人の考えられる職業興味との関連にお
いては、従来の自らの考えを極端に変化させるような大
きな個人の活動や環境がないということが大きな原因で
あると思われる。職業興味に限定した検査ではあるが、
現在の雇用・就労状況をかなり反映した回答であると考
えるべき結果である。
ところで、二つの検査の相関において中程度の相関を

示すものがあった。これは図1・2で示したような特徴
的なタイプではなく、むしろ、いくつかの興味領域が同
程度の得点を示したものに多く見られた。職業興味が比
較的広範囲にわたる者たちであり、最終的な職業の選択
には更に時間が必要な者である。逆に低い相関を示す場
合、二つの検査が行われた数ヶ月の間に、職業への興味
が絞られてきた場合もあろう。これらのことから相関の
検討については、ある程度希望を絞るというような個人
の“臨界期”などを考慮して注意深く見ていく必要がある。
以上、視覚障害学生の職業興味について検討してきた

が、その安定性を認めることができ、一時期の感情に左
右されたり短期間で変化するものではなく、環境との相
互作用の結果によるパーソナリティーの反映としての理
解が適当であると結論できる。

図３　相関値の度数分布
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A study on the stability in vocational preference of visually impaired college students

Hisayuki Ishida

Summary: This study investigated the stability in vocational preference of visually impaired college students.

By this research, it was intended to inspect a hypothesis that vocational preference was the reflection of the

personality in the visually impaired same as in the sighted.

Data were collected from 5 totally blind and 23 partially sighted college students at intervals of three

months. The tests used were  Vocational Preference Inventory and Self Directed Search that were made up of

realistic, investigative, artistic, social, enterprising, and conventional scales.

There were no remarkable changes in the scale that showed heighest score, nor in the top three heighest

scores. Correlations of six scores between two tests were high in 14 students.

These results suggested that vocational preference of visually impaired college students was stable and

that it was appropriate to accept the hypothesis.

Key  words: visual impairment, vocational preference




